
著名スギ紀元杉の説明を聞く一行

民
主
党
世
界
遺
産
議
員
連
盟
の

石
井
一
会
長
を
筆
頭
に
、
地
元
選

出
網
屋
信
介
衆
議
院
議
員
等
衆
参

合
わ
せ
て
総
勢
八
名
の
議
員
団
の

方
々
が
、
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産

の
現
状
等
を
知
る
た
め
、
四
月
八

日
～
九
日
ま
で
の
二
日
間
、
屋
久

島
を
訪
問
さ
れ
、
屋
久
島
森
林
管

理
署
管
内
の
国
有
林
に
あ
る
豊
か

な
自
然
環
境
を
有
す
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
森
、
世
界
遺
産
地
域

等
を
精
力
的
に
視
察
さ
れ
ま
し

た
。
視
察
に
は
、
九
州
森
林
管
理

局
、
屋
久
島
森
林
管
理
署
、
屋
久

島
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
職
員

の
ほ
か
、
環
境
省
、
地
元
関
係
者

等
も
同
行
し
、
一
日
目
は
、
早
速
、

ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
奥
の
紀
元
杉
か

ら
訪
問
。
現
地
で
は
、
米
田
屋
久

島
森
林
管
理
署
長
の
説
明
を
受

け
、
眼
前
に
現
れ
た
巨
大
天
然
ス

ギ
の
雄
姿
を
前
に
し
て
、
多
く
の

着
生
植
物
を
纏
っ
た
荘
厳
な
姿
に

し
ば
し
感
動
さ
れ
た
様
子
で
し

た
。
そ
の
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

り
方
が
注
目
さ
れ
る
昨
今
の
社
会

情
勢
を
反
映
し
、
安
房
の
水
力
発

電
施
設
を
訪
問
、
午
後
か
ら
は
、

遺
産
地
域
で
も
あ
る
西
部
林
道
を

見
学
し
た
ほ
か
、
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵

地
の
永
田
浜
等
を
訪
問
さ
れ
、
一

日
目
の
行
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

翌
二
日
目
は
、
屋
久
島
環
境
文

化
村
セ
ン
タ
ー
の
屋
久
島
の
映

像
、
ジ
オ
ラ
マ
を
見
学
後
、
白
谷

雲
水
峡
を
訪
れ
、
屋
久
島
の
代
表

的
な
自
然
環
境
の
一
端
を
体
験
を

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、
今
回
の

視
察
訪
問
の
目
的
の
一
つ
地
元
関

係
機
関
、
代
表
者
等
と
の
意
見
交

換
会
が
行
わ
れ
、
近
年
の
観
光
客

・
登
山
者
急
増
に
伴
う
ト
イ
レ
利

用
や
環
境
保
全
の
問
題
等
屋
久
島

が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
つ
き
、

要
望
・
意
見
を
受
け
、
屋
久
島
の

将
来
像
を
見
据
え
て
屋
久
島
の
自

然
環
境
等
貴
重
な
地
域
資
源
を
活

か
し
た
地
域
振
興
等
に
つ
い
て
提

言
さ
れ
た
ほ
か
、
今
後
、
議
員
連

盟
の
立
場
か
ら
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

四
月
十
七
～
十
九
日
に
か
け
、

屋
久
島
自
然
休
養
林
（
荒
川
地
区

及
び
白
谷
地
区
）
の
遊
歩
道
沿
い

に
て
、
倒
木
や
落
枝
の
恐
れ
が
あ

る
危
険
木
等
の
除
去
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
危
険
木
は
、

屋
久
島
レ
ク
森
保
護
管
理
協
議
会

に
よ
り
、
過
日
行
っ
た
検
討
会
や

点
検
（
洋
上
ア
ル
プ
ス

号
に
て
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既
報
）
で
、
早
急
な
措
置
が
必
要

と
さ
れ
た
も
の
で
、
荒
川
地
区
は
、

紀
元
杉
の
最
頂
部
の
枯
枝
と
着
生

し
た
ヤ
マ
グ
ル
マ
枯
木
、
仏
陀
杉

歩
道
の
ヤ
マ
グ
ル
マ
、
沢
津
橋
付

近
の
ツ
ガ
の
大
径
枯
木
、
白
谷
地

区
は
奉
行
杉
コ
ー
ス
の
ツ
ガ
等
が

対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
は
万
全
を
期
す
た
め
、

好
天
の
日
を
選
び
、
地
元
樹
木
医

の
荒
田
氏
が
招
い
た
ツ
リ
ー
ク
ラ

イ
マ
ー
や
空
師
（
そ
ら
し：

高
木

や
巨
木
に
登
り
枝
下
ろ
し
や
伐
採

を
行
う
職
人
）
の
専
門
家
等
８
名

に
よ
り
、
樹
高
約

ｍ
の
上
で
巧
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み
な
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
と
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
で
処
理
し
、
段
取
り
よ
く
丸

太
や
枝
が
地
上
に
降
ろ
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
作
業
は
、
足
場
の
不
安

定
な
木
の
上
で
常
に
危
険
を
伴
い

ま
す
が
、
緊
張
感
の
中
に
も
キ
ビ

キ
ビ
と
し
た
作
業
手
順
で
無
事
に

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
自

然
休
養
林
内
で
は
当
面
の
危
険
な

状
況
は
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
引
き
続
き
、
利
用
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
点
検
等
に
努
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
紀
元
杉
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
著
名
ス
ギ
と
し
て
知

ら
れ
、
最
頂
部
の
枝
も
な
じ
み
の

あ
る
姿
で
し
た
。
現
状
保
存
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
将
来
に
亘
っ
て

の
安
全
確
保
は
困
難
と
判
断
さ
れ

た
た
め
、
最
終
的
に
は
処
理
は
や

む
な
し
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
著
名
ス
ギ
の
一
部
と

し
て
の
活
用
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
か
ら
九
州
に
分
布
す

る
落
葉
高
木
。
平
地
か
ら
山
地

ま
で
日
当
た
り
の
良
い
と
こ
ろ

に
見
ら
れ
る
。
葉
は
対
生
し
、

奇
数
羽
状
複
葉
、
ま
れ
に
単
葉
。

花
は
、
新
枝
の
先
に
円
錐
花
序

を
だ
し
、
白
い
花
を
多
数
つ
け

る
。花

期
四
～
五
月
。

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成2１年度調査）

**標高400mプロットの植生
本プロットの途中にウバメガシやヤクタネゴヨウの大径木が出現、局所
地形は､山腹中部の尾根から北側の小沢にかけ平衡急斜面で､平均斜面方位は
北西向き｡尾根幅は比較的広く､イスノキ･マテバシイ･スダジイの生育が旺盛
だが､ヤクタネゴヨウの生育は見られない｡
[高木層]マテバシイ･イスノキ･スダジイが多く､シキミ･イヌガシ･サカキ･タ
イミンタチバナ･ツゲモチ･ミミズバイ･ヤクシマオナガカエデ･カクレミノ等
がある｡スダジイは大径が多いが､植被率はマテバシイやイスノキの方が多
い｡ 5 年前はイスノキが優占したが､今回はイスノキからマテバシイに変化
した｡[亜高木層]タイミンタチバナ･サクラツツジが多く､サカキ･マテバシイ
･ヤブツバキが混生､樹冠がよく発達｡[低木層]タイミンタチバナが最多､サク
ラツツジ･シキミ･イスノキが生育している他､イヌガシ･サカキ･アデク･オニ
クロキなどが出現｡個体数は多いが､植被率は低い｡低木層のサクラツツジ優
占から、今回タイミンタチバナに変化｡両種とも､ヤクシカが摂食､低木層の
サクラツツジのダメージが大きい｡[草本層]イスノキ･イヌガシ･タイミンタ
チバナ･ヤマモモ･クロバイ･アデク･サクラツツジ･ヤブツバキなど高木･亜高
木の稚幼樹やヨゴレイタチシダ･センリョウ･アリドオシ･シラタマカズラな
どが出現｡草本の種類や個体数が少なく植被率も低い｡ [群集および標徴種]イ
スノキ-タイミンタチバナ群集と認められ、標徴種はオニクロキ｡[前回(平成1
6年度)との比較]階層毎の優占種は、高木層(イスノキ→マテバシイ)､低木層
(サクラツツジ→タイミンタチバナ)にて変化｡樹高､植被率の変化は特にない
が、前回亜高木層のスダジイやサカキ･ツゲモチ･イヌガシ･タイミンタチバ
ナ等一部が成長、高木層へ移行｡前回低木層のタイミンタチバナ･サクラツツ
ジ･サカキ･マテバシイ･シキミ等が亜高木層へ成長､前回草本層だったシキミ
やヤブツバキ･ヒサカキ等一部低木層へと成長｡草本層から低木層へ移行した
シキミやヤブツバキ･ヒサカキなど下層植生構成種が嗜好種から非嗜好種へ
変化｡
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屋久島の植物

国
有
林
内
の
レ
ク
森
、
世
界
遺
産
地
域
等
を
視
察

白谷雲水峡にて

自

然

休

養

林

の

危

険

木

処

理

に

空

師

等

活

躍
危険木除去作業の様子
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屋 久 島 森 林 環 境 保 全 セ ン タ ー

平 成 ２ ４ 年 度 業 務 予 定

u 森林生態系保護
（１）地域推進対策

① 旧天然生林管理水準確保緊急対策事業（ＧＳＳ）
ア 森林保護員の雇用によるきめ細かな保護管理等
イ 入込利用者への指導・啓発

② 旧森林生態系保護地域バッファーゾーン整備事業
ア 縄文杉旧道植生現況調査及び周辺整備
イ 縄文杉展望デッキの改修整備に関する基礎調査等

（２）保護林等整備・保全対策（旧世界自然遺産保全緊急対策事業）
ア 屋久杉の樹勢回復措置（縄文杉他著名杉）
イ 森林生態系モニタリング調査（屋久島中央部植生分布調査・局）
ウ 遺産地域周辺人工林等管理方策検討調査（局）
エ 外来種アブラギリの駆除及びモニタリング（局）
オ 登山道周辺の植生影響調査（局）

（３）モニタリング
ア 雨量観測
イ 写真映像による調査（環境省との共同調査について実施）

（４）その他
ア 森林生態系保護地域等の森林パトロールを実施
イ 縄文杉Webカメラの管理（保守）

u 普及教育及び森林空間総合利用等
（１）森林教育等の実施（他機関等との連携・協力）
（２）自然休養林内等での指導・パトロールの実施
（３）屋久島レクリエーションの森保護管理協議会等への助言・指導
（４）シカ対策におけるシカ柵の保全管理等

u その他
（１）関係機関との連絡調整
（２）学術調査研究等に係る入林手続きの接受及び指導等
（３）広報紙「洋上アルプス」の発刊及び年報の作成
（４）資料等の整備・拡充

u 治山事業
（１）谷止工（２基）

渓床の縦横浸食を防止して、渓床の安定・山脚の固定・土
砂流出防止・調整を図ることを目的としています。

（２）山腹工（１箇所）
崩壊又は拡大崩壊のおそれのある山腹斜面に対して、山腹斜面の安定を図ると

ともに、山腹緑化工による植生の導入を図ることを目的としています。
（３）本数調整伐（１４ ha）

適切な保安林の整備により、水源かん養、災害の防止と軽減等に資することを
目的とした保安林整備事業の一環として森林整備を行います。

屋久杉樹勢回復措置 雨 量 観 測

植生保護柵の設置

森林教室

自然休養林における

危険木点検

護岸工

山腹工

『洋上アルプス№２０６号裏面』屋久島森林環境保全センター

《

白
い
サ
ギ
は
何
サ
ギ
？

》

「
白
鷺
」
と
い
う
呼
び
名
は
、
全
身

し
ら
さ
ぎ

が
白
い
サ
ギ
の
総
称
で
あ
り
、
屋
久
島

で
は
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
主
に
左

の
４
種
類
を
観
察
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

こ
の
時
期
は
ど
の
サ
ギ
も
、
夏
羽
、
冬

羽
、
換
羽
中
の
個
体
が
混
在
し
、
さ
ら

に
婚
姻
色
の
出
て
い
る
個
体
も
混
じ
る

た
め
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
識
別
が
難
し

い
鳥
達
で
す
。
こ
の
他
、
稀
な
旅
鳥
と

し
て
訪
れ
る
「
カ
ラ
シ
ラ
サ
ギ
」
と
い

う
種
類
も
、
屋
久
島
で
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
白
い
サ
ギ
で
す
。

屋

久

島

の

野

鳥


